
　
　
　
　

令
和
4
年
2
月
24
日（
木
）～
3
月
2
日（
水
）

 

唐
津
焼
十
二
人
展 

－

茶
陶
と
酒
器 



　

李
朝
の
好
き
な
人
の
中
に
は
、
唐
津
の
好
き
な
人
が
多
い
。

同
じ
匂
い
が
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
な
ら
ば
、
朝
鮮
半
島
か

ら
来
た
陶
工
の
手
に
よ
る
高
取
や
上
野
、
薩
摩
も
同
じ
よ
う
に

好
き
か
と
言
え
ば
、
ど
う
や
ら
そ
う
で
は
な
い
ら
し
い
。
で
は
、

な
ぜ
唐
津
な
の
だ
ろ
う
。
私
は
、唐
津
は
何
と
い
っ
て
も
「
自
由
」

だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
高
取
や
上
野
は
藩
主

の
趣
向
が
強
く
出
て
い
る
た
め
か
、
ど
こ
か
型
に
嵌
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
。
素
朴
で
自
然
な
唐
津
に
比
べ
る
と
、
高
取

は
洗
練
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
織
部
や
遠
州
の
指
導

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

唐
津
焼
の
魅
力
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
ど
う
し
て
も
茶
陶

と
酒
器
に
行
き
着
く
。
茶
陶
は
、
茶
の
湯
の
空
間
を
演
出
す
る

た
め
の
器
で
あ
る
。
茶
陶
研
究
の
第
一
人
者
・
林
屋
晴
三
氏
は「
茶

碗
と
い
う
も
の
は
、『
観
る
』
と
い
う
よ
り
も
、『
語
り
合
う
』

も
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
語
り
の
深
い
も
の
が
『
名
碗
』
で

は
な
い
か
と
い
う
心
境
に
至
っ
た
」（『
名
碗
は
語
る
』）
と
書
い

て
い
る
が
、
興
味
深
い
言
葉
で
あ
る
。
そ
ん
な
名
碗
を
一
碗
で

も
作
れ
た
ら
、
陶
芸
家
と
し
て
思
い
残
す
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
飯
茶
碗
と
茶
の
湯
の
茶
碗
の
違
い
が
そ
こ
に
あ
る
。

　

唐
津
の
ぐ
い
呑
は
、
酒
器
愛
好
家
の
間
で
は
「
備
前
の
徳
利
、

唐
津
の
盃
」
と
称
し
て
憧
憬
の
的
で
あ
る
。
茶
碗
と
ぐ
い
呑
は
、

ど
ち
ら
も
手
に
取
っ
て
楽
し
む
も
の
で
あ
る
。
使
わ
な
け
れ
ば

分
か
ら
な
い
の
が
日
本
の
や
き
も
の
で
、
そ
こ
に
日
本
独
自
の

美
学
が
あ
る
と
言
っ
て
も
い
い
。

　

第
七
回
「
唐
津
焼
十
二
人
展
」
に
は
、
作
家
十
二
人
の
そ
れ
ぞ

れ
の
唐
津
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
是
非
ご
来
店
い
た
だ
き
た
い
。

　

岡
本
作
礼
の
《
黄
唐
津
山
瀬
茶
碗
》
は
、
完
全
な
酸
化
焼
成

で
挑
ん
だ
渾
身
の
作
で
あ
る
。
こ
の
雰
囲
気
は
、
山
瀬
の
白
っ

ぽ
い
土
で
な
い
と
生
ま
れ
な
い
と
い
う
。
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
、

口
縁
の
内
外
に
緑
の
胆
礬
が
わ
ず
か
に
出
て
い
る
。
古
唐
津
の

技
を
自
己
薬
籠
中
の
も
の
と
し
、
独
自
の
美
を
表
現
し
て
い
る
。

　

梶
原
靖
元
の
《
良
寛
さ
ん
の
茶
碗
》
は
、
最
近
作
者
が
は
ま
っ

て
い
る
茶
碗
で
あ
る
。
質
素
な
暮
ら
し
の
良
寛
は
、
竹
や
ぶ
か

ら
拾
っ
て
き
た
ひ
び
が
入
っ
た
茶
碗
を
、
ず
っ
と
使
っ
て
い
た

と
い
う
。
そ
の
逸
話
か
ら
着
想
し
た
大
振
り
な
平
茶
碗
で
あ
る
。

口
部
の
二
カ
所
に
ひ
び
を
入
れ
、
丁
寧
に
金
繕
い
さ
れ
て
い
る
。

　

川
上
清
美
の
《
黒
唐
津
水
指
》
は
、
こ
れ
ま
で
の
唐
津
に
は
な

い
独
自
な
黒
唐
津
で
あ
る
。
そ
の
た
め
何
種
類
か
の
釉
薬
を
混

ぜ
て
調
合
し
て
い
る
。
轆
轤
成
形
の
後
、
箸
の
棒
の
よ
う
な
も
の

で
筋
を
何
本
も
入
れ
て
動
き
を
表
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
正

面
を
窯
の
オ
キ
に
倒
し
て
豪
快
な
焦
げ
と
変
化
を
付
け
て
い
る
。

　

竹
花
正
弘
の
《
唐
津
茶
碗
》
は
、
地
元
の
厳
木
の
砂
岩
を
使
っ

て
成
形
し
、
同
じ
厳
木
の
土
に
よ
る
透
明
釉
が
掛
け
ら
れ
た
上

品
な
茶
碗
で
あ
る
。
所
有
し
た
人
が
育
て
や
す
い
よ
う
に
と
、

敢
え
て
個
性
を
抑
え
て
い
る
。
そ
れ
が
こ
の
作
家
の
主
張
な
の

で
あ
ろ
う
。
使
う
こ
と
で
、魅
力
が
引
き
出
さ
れ
る
茶
碗
で
あ
る
。

　

田
中
佐
次
郎
の
《
絵
唐
津
手
付
鉢
》
は
、
下
駄
高
台
の
付
く

力
強
い
四
方
鉢
で
あ
る
。
手
付
鉢
の
原
型
は
竹
籠
に
あ
る
の
だ

ろ
う
。
こ
れ
は
懐
石
の
器
に
限
っ
た
こ
と
で
、
用
途
性
か
ら
す

る
と
把
手
は
不
要
で
あ
る
。
し
か
し
、把
手
が
付
く
こ
と
に
っ
て
、

そ
こ
に
茶
の
湯
の
空
間
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

中
里
太
亀
の
《
斑
唐
津
耳
付
水
指
》
は
、
シ
ン
プ
ル
に
立
ち

上
が
っ
た
筒
形
の
水
指
で
、
両
側
に
小
さ
な
耳
が
付
い
て
い
る
。

全
体
に
細
か
い
縄
目
の
よ
う
な
文
様
が
施
さ
れ
、
そ
の
上
か
ら

斑
釉
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
赤
い
土
色
と
白
い
斑
釉
の
対
比
が

美
し
い
。
こ
の
作
家
ら
し
い
素
直
な
作
品
で
あ
る
。

　

中
里
太
郎
右
衛
門
の
《
唐
津
黒
紅
茶　
》
は
、
引
き
出
し
黒

に
よ
る
筒
形
の
茶　
で
あ
る
。
轆
轤
成
形
し
た
後
、鉄
釉
を
掛
け
、

さ
ら
に
藁
灰
の
中
に
赤
い
顔
料
を
混
ぜ
た
釉
薬
を
掛
け
て
焼
成

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
唐
津
に
は
な
か
っ
た
、
十
四
代 

中
里

太
郎
右
衛
門
に
よ
る
新
た
な
挑
戦
で
あ
る
。

　

藤
ノ
木
土
平
の
《
絵
唐
津
茶　
》
は
、
形
象
文
字
の
馬
の
字

を
頭
を
右
に
尻
尾
を
左
に
描
い
て
い
る
。
こ
の
茶　
は
、
作
り

直
し
た
ば
か
り
の
登
り
窯
で
の
初
窯
作
品
。
こ
の
左
馬
を
記
し

た
作
品
を
使
う
と
、
古
来
よ
り
中
風
に
な
ら
な
い
と
い
う
言
い

伝
え
が
あ
る
。
そ
の
縁
起
に
あ
や
か
っ
た
茶　
で
あ
る
。

　

三
藤
る
い
の
《
黒
唐
津
茶
碗
》
は
、
東
松
浦
郡
の
佐
里
の
陶

土
で
成
形
し
、
鉄
釉
と
土
灰
を
掛
け
て
焼
成
し
た
茶
碗
で
あ
る
。

焼
成
の
最
後
に
茶
碗
を
直
接
薪
に
落
と
し
、
独
特
の
カ
セ
た
表

情
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
黒
唐
津
の
魅
力
は
、
決
し
て
単
色
で

は
表
現
出
来
な
い
、
深
遠
な
色
合
い
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

安
永
頼
山
の
《
皮
鯨
茶　
》
は
、
見
所
の
多
い
茶　
で
あ
る
。

や
や
小
振
り
な
沓
形
の
茶　
で
、
口
縁
は
山
道
を
成
し
、
鉄
釉

が
塗
ら
れ
て
い
る
。
見
込
み
に
は
茶
溜
り
が
見
え
、
高
台
の
削

り
が
面
白
い
。
そ
の
高
台
に
ま
で
掛
か
っ
た
透
明
釉
が
見
事
な

景
色
を
成
し
て
い
る
。
こ
の
作
家
な
ら
で
は
の
一　
で
あ
る
。

　

矢
野
直
人
の
《
斑
唐
津
ぐ
い
呑
》
は
、口
造
り
が
端
反
り
と
な
っ

た
、
す
っ
き
り
と
し
た
筒
形
の
ぐ
い
呑
で
あ
る
。
陶
土
は
北
波

多
の
砂
岩
で
、
釉
薬
は
同
じ
砂
岩
に
木
灰
と
藁
灰
を
混
ぜ
た
も

の
で
あ
る
。
季
節
に
よ
っ
て
斑
釉
の
上
り
が
異
な
り
、
冬
場
は

湿
度
が
少
な
い
せ
い
か
、
白
く
上
が
る
の
だ
と
い
う
。

　

吉
野
敬
子
の
《
絵
唐
津
皮
鯨
手
片
口
酒
次
》
は
、
な
ん
と
も

大
ら
か
な
フ
ォ
ル
ム
で
気
持
ち
が
い
い
。
こ
の
大
ら
か
さ
は
、

こ
の
作
家
の
天
性
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
《
砂
斑
ぐ
い
呑
》
は
、

従
来
の
藁
灰
で
は
な
く
、
砂
岩
に
木
灰
を
混
ぜ
た
も
の
で
、
内

外
に
掛
か
っ
た
釉
流
れ
が
見
事
な
景
色
を
成
し
て
い
る
。

森    

孝
一
　

（
美
術
評
論
家
・
日
本
陶
磁
協
会 

常
任
理
事
）
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・日時

・席主

・場所
　
 　

・会費

・服装

・申込
　 　

・感 染
拡 大
防止策

3月1日(火)　11:00と13:00 席入の二席

吉野敬子

新宿 京懐石 柿傳（東京都新宿区新宿3-37-11 安与ビル）

薄茶席「残月(9階)」、点心席「古今サロン(6階)」、

受付・寄付「安与ホール (7階)」 
※ 席入15分前までにお集まりください。

5,000 円(税込)　　　

ご自由にどうぞ

ご希望の方は、柿傳ギャラリーホームページの茶会お申し込みページ
にご登録頂くか、柿傳ギャラリーまで電話、ＦＡX、メールにてお申し
込み頂ければと存じます。　

［ご連絡先］

TEL 03-3352-5118 ／　FAX 03-5269-0335

e-mail　gallery@kakiden.com

電話は11時～19 時受付（ギャラリー休廊日を除きます）

・一席あたりの定員を従来の半分の20名様に致します。
・受付とビル入口に設置したアルコールにて、必ず、手指の消毒をお願い
　致します。
・受付に設置したサーモグラフィーにて、検温のご協力をお願い致します。
　37.5度以上のお客様のご参会はお控え頂いております。
・発熱がある場合や体調がすぐれない方、過去２週間以内に、発熱や風邪
　で受診や服薬等をした方は、お申し込みを見合わせ頂きますよう、お願
　い致します。
・お茶とお菓子を頂く時以外は、不織布マスクのご着用をお願い致します。
・茶室では会話は控え目にお願い出来れば幸いです。
・水屋では、従事者の検温、頻繁なる手洗いと手指のアルコール消毒、換
　気の徹底、茶碗、銘々 皿、黒文字、茶巾の熱湯消毒等を徹底します。

特別記念茶会「雨水の茶会」

柿傳ギャラリーの上にある茶室にて、特別記念茶会「雨水の茶会」を開催致し
ます。席主は出品作家の一人である吉野敬子が務めます。　

もちろん、コロナ禍を鑑み、お集まり頂く皆様の安全と安心を第一に感染防止対
策を実施致します。

茶会に参加された事のない初心の方も大歓迎ですので、どうぞお気軽に、唐津
ゆかりのお道具で、一服の茶をお楽しみ頂ければ幸いです。

皆様のお申し込みを心よりお待ち申し上げております。

唐津焼十二人展  －茶陶と酒器

会 　 期

　

開 廊 時 間

　

出品 作 家
［在廊予定日］　

　

　

　 　 　 　

会 場

令和4年2月24日(木)～3月2日(水)　

会期中無休

11:00 ～19:00  

※ 最終日の3月2日(水) は17:00まで

岡本作礼 2月24日（木）～27日（日）

梶原靖元 2月26日（土）～27日（日）

川上清美 

竹花正弘 

田中佐次郎 2月24日（木）～27日（日） 

中里太亀 

十四代 中里太郎右衛門 2月27日（日）

藤ノ木土平 3月1日（火）～2日（水）

三藤るい 2月26日（土）～27日（日）

安永頼山 2月26日（土）～27日（日）

矢野直人 2月27日（日）～28日（月） 

吉野敬子 2月26日（土）～3月1日（火） 

（五十音順）

※ 恐れながら、コロナ禍の影響で、変更になる可能性が
　ございます。　

　

〒160-0022東京都新宿区新宿3-37-11 安与ビル地下2階
TEL 03-3352-5118／ FAX 03-5269-0335
MAIL gallery@kakiden.com

柿傳ギャラリーHP

公式

今後のコロナ禍の状況次第では、恐れながら、急な中止の可能性もご
ざいます。中止の場合には、お申し込み頂いた皆様に個別にご連絡を
差し上げます。どうかご理解を頂ければと存じます。
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黄唐津山瀬茶碗
φ14.0×Ｈ7.3㎝

昭和33年　佐賀県唐津市に生まれる
昭和53年　中里重利氏に師事
平成元年　現在地に工房設立
平成11年 能登島ガラス工房にてパート・ド・ヴェールを習得
平成20年 個展（野村美術館・京都）
他、個展多数
現在、佐賀大学非常勤講師、佐賀県陶芸協会 会員

岡本作礼
Okamoto Sakurei 

梶原靖元
Kajihara Yasumoto 

昭和37年 佐賀県伊万里市南波多に生まれる
昭和55年 有田工業高等学校 デザイン科卒
　 唐津焼窯元 太閤三ノ丸窯に弟子入
平成元年 大丸北峰氏に師事し煎茶道具を習う
平成15年 8月～11月 韓国にて海外研修
平成17年 9月 NHK BS2「侘びの茶碗をよみがえらせたい」放映
平成19年 6月 NHK教育「美の壺」出演
平成24年 韓国 梁山にて作陶
令和 2 年 西日本新聞に随筆連載執筆

良寛さんの茶碗
φ17.0×Ｈ7.2㎝
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黒唐津水指
Ｗ20.6×Ｄ19.0×Ｈ15.0 ㎝

昭和23年 長崎県対馬市に生まれる
昭和55年 愛知県立瀬戸窯業訓練校 卒業
　 その後、唐津、備前にて修業
昭和61年 田中 佐次郎氏に師事
昭和63年　唐津市半田にて独立
平成 2 年より　各地百貨店、ギャラリーにて個展

川上清美
Kawakami Kiyomi 

竹花正弘
Takehana Masahiro 

昭和49年　東京都に生まれる
平成12年　唐津のあや窯で三年間修行
平成15年　厳木町に割竹式登窯を築く
平成16年　初窯焚き
以降、各地で個展やグループ展を行う

唐津茶碗
Ｗ14.7×Ｄ13.8×Ｈ8.0 ㎝
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絵唐津手付鉢
Ｗ26.4×Ｄ18.8×Ｈ12.6 ㎝

昭和12年　福岡県に生まれる
昭和40年　縄文・弥生土器を研究、手びねりを始める
昭和46年　肥前唐津古窯址を発掘調査、作陶活動を開始する
昭和50年　唐津に登窯を築窯する
平成16年　韓国に登窯を築窯
平成20年　韓国ソウルロッテ百貨店にて個展
平成26年　スイス・ジュネーブにて個展
平成28年　ニューヨークにて石黒宗麿二人展

田中佐次郎
Tanaka Sajiro 

中里太亀
Nakazato Taki 

昭和40年　佐賀県唐津市に生まれる
昭和63年　父・中里隆のもとでやきものを始める
平成 5 年　柿傳ギャラリーにて、中里隆・奥三十郎、三人展出品
平成 6 年　万葉洞みゆき店にて、父子展出品
平成 7 年 伊勢丹 新宿店にて初個展。以降、各地にて個展を開催
平成18年 新しく登り窯を設計、築窯
令和元年 万葉洞みゆき店にて、隆太窯 三代 中里隆・太亀・健太 作陶展を開催

斑唐津耳付水指
φ17.0×Ｈ18.5 ㎝
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唐津黒紅茶　
Ｗ12.1×Ｄ11.9×Ｈ8.4 ㎝

昭和32年 十三代 中里太郎右衛門の長男として生まれる
昭和59年 第16回日展にて叩き青唐津手付壺「貝緑」初入選
平成14年 国際陶芸アカデミー(I・A・C）の会員となる　十四代 中里太郎右衛門を襲名する
平成17年 第52回日本伝統工芸展にて「唐津井戸茶　」入選　以後、平成25年まで7回入選
平成18年 10月、天皇・皇后両陛下の佐賀県行幸啓に際し、国史跡に指定された唐人町御茶　窯および
　 工房の御視察賜り、御説明の栄誉を受ける。「叩き朝鮮唐津壺」佐賀県より両陛下へ献上
平成19年 日本工芸会正会員となる
平成22年 佐賀県陶芸協会の副会長に就任
平成23年 唐津市政功労者表彰を受ける、紺綬褒章受章

十四代 中里太郎右衛門
Nakazato Tarouemon 

藤ノ木土平
Fujinoki Dohei 

昭和24年　新潟県に生まれる
昭和50年　唐津 大橋裕氏に師事
昭和53年　美濃 加藤芳右衛門に師事
昭和55年　佐賀県唐津市鎮西町に土平窯を開窯

絵唐津茶（左馬絵）
φ13.8×Ｈ7.2㎝
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黒唐津茶碗
Ｗ12.5×Ｄ11.3×Ｈ7.0㎝

昭和53年 福岡県福岡市に生まれる
平成18年 佐賀県立有田窯業大学 ロクロ科 卒業
  唐津 川上清美氏に師事
平成21年 唐津市に築窯、独立
以降、各地百貨店、ギャラリーにて個展を行う

三藤るい
Mitoh Rui

安永頼山
Yasunaga Raizan 

昭和45年　島根県益田市に生まれる
平成13年　田中佐次郎氏に師事
平成15年　藤ノ木土平氏に師事
平成20年　現在地に登り窯を築窯
平成25年　田中佐次郎氏命名の「頼山」に改名
平成28年　京都野村美術館にて茶陶展開催
　　　　　 第63回 日本伝統工芸展 入選
平成29年　第34回 田部美術館大賞「茶の湯の造形展」入選
　　　　　 第7回 菊池ビエンナーレ 入選
令和元年 第25回 日本陶芸展 入選
  現在形の陶芸 萩大賞展Ⅴ 佳作
　 第8回 菊池ビエンナーレ 入選
令和 3年 「近代工芸と茶の湯のうつわ」展 出品（国立工芸館・金沢）

皮鯨茶　
φ10.5×Ｈ8.8㎝
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昭和51年　佐賀県唐津市に生まれる
平成 6 年　五年間アメリカ留学
平成14年　佐賀県立有田窯業大学校卒業
平成15年　佐賀県立有田窯業大学校嘱託講師 
平成16年　自宅 殿山窯にて作陶始める
平成20年　韓国 蔚山にて六ヶ月作陶
平成27年　割竹式登窯 築窯

矢野直人
Yano Naoto 

吉野敬子
Yoshino Keiko　

昭和47年　佐賀県伊万里市に生まれる
平成 8 年　父、吉野靖義の櫨ノ谷窯にて修行
平成15年　有田窯業大学校でろくろの技術を学ぶ
平成18年　タイ、ベトナムにて現地の伝統技法を学ぶ
以降、各地で個展、グループ展などで作品を発表
平成25年　櫨ノ谷窯窯主となる
令和元年 新宿・柿傳ギャラリーにて個展

［左］砂斑ぐい呑
φ6.5×Ｈ5.8㎝

［右］絵唐津皮鯨手片口酒次
Ｗ17.5×Ｄ12.8×Ｈ8.2 ㎝

斑唐津ぐい呑
Ｗ6.5×Ｄ6.3×Ｈ5.9 ㎝
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コロナ禍の影響で、会期と営業時間の変更や、
オンライン展示のみの可能性もございます。

お手間で恐縮ですが、弊廊ホームページや公式SNSにて、
最新情報をご確認頂ければ助かります。

ご来廊される皆様に、弊廊でのひとときをより安心してお楽しみいただけますよう、下
記の新型コロナウイルス感染拡大防止策を実施しております。恐れ入りますが、お客様
のご理解とご協力を頂けますよう、よろしくお願い申し上げます。

１ 大切なお客様へのお願い
・弊廊入口とビル入口に、アルコール消毒液を設置しております。ご来廊の際は、恐
縮ですが、手指の消毒をお願い申し上げます。

・お出かけの際は、マスクのご着用をお願い申し上げます。

・現在、発熱がある場合や体調がすぐれない方は、申し訳ありませんが、ご来廊を見
合わせて頂きますよう、お願い申し上げます。

・過去2週間以内に、発熱や風邪で受診や服薬等をした方、および海外への訪問歴の
ある方は、ご来廊をお見合わせ頂きますよう、お願い申し上げます。

・店内の混雑緩和のため、出来る限り、少人数でのご来店をお願い申し上げます。

・コロナ禍までは、お客様にお出ししていた玉露などの呈茶のサービスを、申し訳あ
りませんが、当面の間、控えさせて頂きます。　

２ 弊廊として取り組んでいる事
① 高機能換気システム「ロスナイ」
弊廊に高機能換気システム「ロスナイ」(三菱電機製)を令和3年1月6日に3基、導入致し
ました。この新しく強力な換気設備により、15～20分に一回は、弊廊内の全ての空気が入れ替
わる事になります。加えて、入口ドアは常時開放し、一層の換気に務めております。

② 二酸化炭素濃度計
カウンター上に、令和3年4月2日より二酸化炭素濃度計を新設致しました。概ね、弊廊の二
酸化炭素濃度計は 400～480ppm を指し示しています。外気の二酸化炭素濃度は415～
450ppmですので、ほぼ街中と同程度の空気が弊廊内に満ちています。どうかご安心して弊廊
での一時をお楽しみ頂ければと存じます。

③ サーモグラフィー
ご来廊されるお客様用のサーモグラフィーを令和3年5月12日に新設致しました。サーモグラ
フィーは、弊廊の入口右手の壁面に設置していますので、恐れながら、ご来廊の際は検温のご
協力をどうぞよろしくお願いいたします。誠に恐縮ですが、37.5度以上のお客様のご入場はお
控え頂いております。どうかご理解を賜れればと存じます。

④ 消毒用アルコール
手指消毒用のアルコールは、資生堂SHISEIDOさんの消毒液を使用しています。手に優しい保
湿成分配合との事で、皆様からご好評を頂いております。

⑤ 日常清掃
日常清掃をより強化致します。お客樣やスタッフが頻繁に手を触れる、エレベーターのボタン、
テーブルと椅子、入口ドアとトイレの取っ手、筆・ペンなどのアルコール除菌を営業中にも定
期的に行います。

⑥ 入場制限
弊廊内が多くのお客様で混雑し、密になると判断すれば、弊廊への入場制限をお願いする場合
もあります。

⑦ スタッフの体調管理とPCR検査
弊廊スタッフはマスクを着用し、検温や体調管理、アルコールによる手指消毒を徹底して、接
客に務めさせて頂きます。令和3年12月27日、スタッフ全員のPCR検査（令和3年で6回目）
を行い、全員、問題ありませんでした。なお、今後も月に1回、PCR検査を実施してまいります。

新型コロナウイルス感染拡大防止策 価格表
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1
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9

斑唐津耳付水指
［桐箱付・後日］

150,000
（165,000） φ17.0×H18.5

作家名 作品名
本体価格／円

（税込価格／円）
作品サイズ(㎝)

130,000
（143,000） φ17.0×H7.2

絵唐津手付鉢
［桐箱付・後日］

180,000
（198,000） W26.4×D18.8×H12.6

黄唐津山瀬茶碗
［桐箱付・後日］

180,000
（198,000） φ14.0×H7.3

300,000
（330,000） W20.6×D19.0×H15.0

唐津茶碗
［桐箱付・後日］

100,000
（110,000） W14.7×D13.8×H8.0 

良寛さんの茶碗
［桐箱付・後日］

黒唐津水指
［桐箱付・後日］

500,000
（550,000） W12.1×D11.9×H8.4唐津黒紅茶

［桐箱付・後日］

斑唐津ぐい呑
［桐箱付・後日］

13,000
（14,300） W6.5×D6.3×H5.9　

12

皮鯨茶
［桐箱付・後日］

150,000
（165,000） φ10.5×H8.8

11

黒唐津茶碗
［桐箱付・後日］

120,000
（132,000） W12.5×D11.3×H7.0

10

梶原靖元

中里太亀

田中佐次郎

岡本作礼

十四代 
中里太郎右衛門

川上清美

竹花正弘

矢野直人

安永頼山

三藤るい

吉野敬子

藤ノ木土平 絵唐津茶　（左馬絵）
［桐箱付］

100,000
（110,000） φ13.8×H7.2

[左] 13,000
　　（14,300）
[右] 12,000

　　（13,200）

φ6.5×Ｈ5.8
Ｗ17.5×Ｄ12.8×Ｈ8.2

[左]砂斑ぐい呑
[右]絵唐津皮鯨手片口酒次

［いずれも桐箱付・後日］

P15

P6

P12

P13

P11

P14

P16

P17

P7

P8

P9

P10

1819
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